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堂々の

30隻
　

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の
中
を
、
十
四
時

三
十
分
か
ら
抗
議
の
舞
台
を
海
上
へ
と
移

し
、
総
勢
３
０
隻
の
漁
船
団
が
岸
壁
を
離

れ
、
海
上
抗
議
行
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

特
定
航
路
付
近
の
航
行
規
制
の
た
め
、

６
隻
が
事
故
現
場
（
三
番
ブ
イ
）
付
近
の

周
回
コ
ー
ス
を
、
残
り
の
漁
船
は
垂
水
漁
港

周
辺
を
周
回
す
る
と
い
う
、
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
行
動
と
な
り
ま

し
た
が
、
両
船
団
と
も
、
堂
々
た
る
隊
列
を
組
み
、
抗

議
の
声
を
上
げ
な
が
ら
力
強
く
航
進
し
ま
し
た
。

　

と
く
に
、
三
番
ブ
イ
周
回
の
デ
モ
船
団
に
は
五
百
蔵

俊
彦
副
知
事
や
衆
議
院
議
員
の
西
村
康
稔
先
生
、
関
芳

弘
先
生
を
は
じ
め
、
国
・
県
・
市
の
行
政
の
関
係
者
、

議
員
の
皆
様
に
分
乗
し
て
い
た
だ
き
、
Ｇ
号
の
事
故
現

場
を
前
に
し
て
漁
業
者
の
窮
状
な
ど
を
強
く
訴
え
、
こ

れ
か
ら
の
一
層
の
支
援
な
ど
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
関
西
Ｔ
Ｖ
な
ど
の
報
道
各
社
か
ら

は
多
数
の
記
者
・
カ
メ
ラ
マ
ン
が
乗
船
し
た
の
で
、
私

た
ち
漁
業
者
の
切
実
な
思
い
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

以
上
の
海
上
抗
議
行
動
は
、
約
１
時
間
で
終
了
し
、

午
後
三
時
三
十
分
に
解
散
し
ま
し
た
。

海上からも
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Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
・
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
は
、
十
八
日
、
神
戸

市
垂
水
漁
港
で「
明
石
海
峡
油
被
害
抗
議
漁
業
者
集
会
ー

特
定
航
路
の
安
全
確
保
を
求
め
て
ー
」
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
集
会
は
、
去
る
三
月
五
日
明
石
海
峡
特
定
航
路

東
出
入
口
付
近
で
貨
物
船
ゴ
ー
ル
ド
リ
ー
ダ
ー
号
（
以

下
「
Ｇ
号
」）
が
沈
没
、
燃
料
油
が
流
出
し
て
大
阪
湾
、

播
磨
灘
で
の
り
養
殖
や
漁
船
漁
業
に
未
曾
有
の
被
害
を

も
た
ら
し
た
事
故
で
、
国
は
沈
没
船
か
ら
の
油
湧
出
防

止
や
原
因
除
去
に
何
ら
対
策
を
講
じ
ず
、
ま
た
、
漁
業

被
害
は
船
主
責
任
制
限
法
に
阻
ま
れ
賠
償
額
は
被
害
の

十
分
の
一
に
も
及
ば
ず
、
漁
業
者
が
泣
き
寝
入
り
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
が
、
国
は
事
故
は
民
事
問
題
で
あ

り
当
事
者
同
士
で
解
決
を
・
・
と
、
制
度
の
不
備
を
棚

上
げ
に
責
任
を
避
け
て
き
た
。
国
の
、
こ
の
不
誠
意
な

対
応
に
抗
議
し
た
も
の
で
す
。

　

集
会
に
は
県
下
Ｊ
Ｆ
か
ら
１
５
０
０
人
を
超
え
る

組
合
員
、
五
百
蔵
県
副
知
事
を
は
じ
め
自
治
体
代
表
、

国
・
県
・
市
議
会
か
ら
も
多
数
が
参
加
し
、
沈
没
船

１
５
０
０
人
が
抗
議
と
怒
り
の
声

１
５
０
０
人
が
抗
議
と
怒
り
の
声

　

兵
庫
県
の
五
百
蔵
俊
彦
副
知

事
、
西
村
康
稔
衆
議
院
議
員
、
赤

松
正
雄
衆
議
院
議
員
ほ
か
、
国
・

県
・
市
各
議
会
や
、
行
政
関
係
者

な
ど
多
数
の
来
賓
が
、
激
励
に
駆

け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

壇
上
か
ら
は
、
五
百
蔵
俊
彦
兵

庫
県
副
知
事
が
「
早
急
に
油
止
め

対
策
を
行
い
、
安
心
し
て
操
業
が

再
開
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
こ

の
声
を
、
国
・
関
係
機
関
に
届
け

た
い
。
一
緒
に
頑
張
ろ
う
！
」。

続
い
て
衆
議
院
の
西
村
康
稔
議

員
が
、「
力
を
合
わ
せ
て
要
求
の

実
現
を
」
と
訴
え
、
同
赤
松
正
雄

議
員
は
「
あ
き
ら
め
ず
、
泣
き
寝

入
り
せ
ず
、
漁
業
の
灯
を
消
さ
な

い
最
大
限
の
努
力
を
！
」
と
、
心

強
い
激
励
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
故
直
後
か
ら
、
財
政

支
援
な
ど
多
大
な
協
力
を
い
た
だ

い
た
各
市
を
代
表
し
て
北
口
寛
人

明
石
市
長
か
ら
も
、
力
強
い
声
援

を
頂
戴
し
ま
し
た
。

激
励
が
続
々
と
！

激
励
が
続
々
と
！

　

抗
議
集
会

は
漁
港
用
地

に
特
設
舞
台

を
設
け
、
午

後
一
時
に
始

ま
っ
た
。

　

ま
ず
主
催

者
を
代
表
し
て
、服
部
郁
弘
J
F
全
漁
連
会
長
か
ら「
何

ら
過
失
の
な
い
漁
業
者
が
泣
き
寝
入
り
す
る
こ
と
に
大

き
な
憤
り
を
持
ち
、
油
止
め
対
策
や
被
害
補
償
の
た
め

の
基
金
創
設
に
向
け
て
、
国
を
突
き
動
か
す
よ
う
、
と

も
に
頑
張
ろ
う
」
と
力
強
く
挨
拶
を
述
べ
、
続
い
て
Ｊ

Ｆ
兵
庫
漁
連
の
小
松
司
会
長
（
Ｇ
号
流
出
油
事
故
対
策

本
部
長
）
が
兵
庫
県
・
関
係
市
長
な
ど
自
治
体
や
議
会

の
方
々
に
広
範
な
支
援
に
対
す
る
御
礼
を
述
べ
た
の

ち
、「〝
さ
あ
、
こ
れ
か
ら
〞
と
い
う
時
期
の
ノ
リ
生
産

断
念
や
漁
業
操
業
の
切
り
上
げ
な
ど
、
五
十
二
億
円
も

の
生
産
被
害
を
受
け
な
が
ら
、
漁
業
者
が
泣
き
寝
入
り

と
い
う
理
不
尽
な
こ
と
が
、
こ
の
法
治
国
家
で
あ
っ
て

よ
い
の
か
。
零
細
な
沿
岸
漁
業
者
の
怒
り
は
頂
点
に
達

し
て
お
り
、
国
家
賠
償
請
求
も
辞
さ
な
い
と
考
え
る
。

全
国
の
特
定
航
路
関
係
漁
連
と
、
思
い
や
力
を
一
つ
に

し
て
、
基
金
設
立
を
め
ざ
そ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
の
り
養
殖
漁
業
代
表

の
小
松
洋
一
氏
（
Ｊ
Ｆ
林
崎
）、
漁
船
漁
業
代
表
の
尻

池
巌
氏
（
Ｊ
Ｆ
神
戸
市
）
か
ら
、
現
場
の
窮
状
を
訴
え

る
報
告
と
、
漁
業
者
が
一
致
団
結
し
、
安
心

し
て
操
業
が

で
き
る
豊
か

な
海
を
取
り

戻
そ
う
と
の
、

力
強
い
意
見

が
表
明
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
二
十

年
三
月
五
日
、

明
石
海
峡
航

路
に
お
い
て

発
生
し
た

「
ゴ
ー
ル
ド

リ
ー
ダ
ー
」「
第
５
栄
政
丸
」「
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
」の
衝
突
事
故
に
よ
り
、沈
没
し
た
ゴ
ー
ル
ド
リ
ー

ダ
ー
か
ら
燃
料
油
が
広
範
囲
に
漁
場
へ
流
出
し
た
。

我
々
漁
業
者
は
、
漁
場
の
回
復
と
漁
業
生
産
の
再
開
に

向
け
、
懸
命
に
防
除
作
業
等
を
行
い
被
害
拡
大
防
止
に

努
め
た
が
、
最
盛
期
で
あ
っ
た
イ
カ
ナ
ゴ
漁
・
の
り
養

殖
漁
業
な
ど
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。

　

現
在
の
法
律
の
下
で
は
、
事
故
原
因
者
で
あ
る
加
害

者
は
、
船
主
責
任
制
限
法
等
に
基
づ
き
賠
償
責
任
の
上

限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
過
失
の
無
い
我
々
漁
業

者
が
、
被
害
を
蒙
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
泣
寝

入
り
的
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

　

沈
没
海
域
に
お
い
て
は
、
今
な
お
沈
没
船
か
ら
の
油

湧
出
に
よ
り
、
環
境
汚
染
・
漁
業
被
害
が
継
続
し
て
い

る
。し
か
し
、
国
と
し
て
油
流
出
原
因
の
除
去
、
或
い
は

油
流
出
防
止
対
策
す
ら
実
施
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、

我
々
漁
業
者
と
し
て
は
耐
え
難
い
現
状
に
あ
る
。

　

全
国
に
十
一
設
定
さ
れ
て
い
る
特
定
航
路
付
近
で
は
、

航
行
船
舶
の
輻
輳
に
よ
り
今
回
の
よ
う
な
海
難
事
故
が

高
い
確
率
で
起
こ
り
う
る
状
況
に
あ
る
現
実
を
直
視

し
、
海
の
環
境
を
守
る
防
人
と
し
て
、
食
料
供
給
産
業

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
今
こ
そ
我
々
漁
業
者

は
政
治
力
を
結
集
し
、
下
記
、
政
策
の
実
現
を
図
る
こ

と
を
、全
国
漁
業
者
の
総
意
と
し
て
こ
こ
に
決
議
す
る
。

　
　
　

記

１
．
事
故
被
害
の
発
生
源
の
除
去
を
含
む
油
止
め
対
策

　
　

事
故
後
２
ヶ
月
が
経
過
し
、
今
な
お
沈
没
船
か
ら

の
油
湧
出
に
よ
り
環
境
破
壊
・
漁
業
被
害
が
継
続
し
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
本
県
の
漁
業
は
危
機
的
な
状
況

に
追
い
込
ま
れ
、
そ
の
存
続
す
ら
危
惧
さ
れ
る
状
況
に

あ
る
。
こ
の
事
実
を
国
は
重
く
受
け
止
め
、
国
の
責
任
に

お
い
て
、
沈
船
の
引
き
上
げ
等
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

２
．
特
定
航
路
の
事
故
被
害
対
策
と
し
て
の
基
金
創
設

　
　

特
定
航
路
に
適
用
さ
れ
る
現
行
の
海
上
交
通
安
全

法
で
は
、
海
難
事
故
に
よ
る
環
境
・
漁
業
被
害
の
対
策

は
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
特
定
航
路
周
辺
の
海
難

事
故
に
よ
る
漁
業
被
害
対
策
を
行
う
た
め
の
基
金
を
創

設
す
る
こ
と
。

　

平
成
二
十
年
五
月
十
八
日

明
石
海
峡
油
被
害
抗
議
漁
業
者
集
会

【
出
席
議
員
】（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
衆
議
院
）
西
村
康
稔
、関
芳
弘
、赤
松
正
雄
、赤
羽
一
嘉
、（
参
議
院
）

末
松
信
介
、谷
合
正
明
（
兵
庫
県
議
会
）
永
田
秀
一
、掛
水
す
み
え
、

橘
泰
三
、
松
本
隆
弘
、
山
本
敏
信
、
松
本
よ
し
ひ
ろ
、
矢
尾
田
勝
、

黒
田
一
美
、
岸
口
実
、
和
田
有
一
朗
、
西
野
将
俊
、
加
田
裕
之
、

宗
行
恭
義
、原
テ
ツ
ア
キ
、新
原
秀
人
、室
井
秀
子
、葛
西
利
延
（
神

戸
市
議
会
）
守
屋
隆
司
、
浜
崎
為
司
、
安
達
和
彦
、
松
本
周
二
、

む
ら
の
誠
一
、
た
け
し
げ
栄
二
、
平
野
章
三
、
森
下
や
す
子
、
北

山
順
一
、
壬
生
潤
（
明
石
市
議
会
）
寺
岡
登
史
、
榎
本
和
夫
、
大

西
洋
紀
、
新
田
正
彦
、
千
住
啓
介
、
中
西
礼
皇
、
出
雲
晶
三
、
国

出
拓
志
、
絹
川
和
之
、
尾
倉
あ
き
子
、
松
井
く
み
子
（
淡
路
市
議
会
）

植
野
喬
雄
、
戸
田
雄
士
、
奥
野
幸
男
、
土
井
晴
夫
、
蓮
池
久
志
、

出
雲
容
子
、
籾
谷
宏
、
新
阜
長
富
、
地
主
雅
次
、
岡
田
勝
一

特
定
航
路
の
漁
業
被
害
対
策
に
関
す
る
決
議

特
定
航
路
の
漁
業
被
害
対
策
に
関
す
る
決
議

航
行
安
全
・
被
害
救
済
対
策
の
法
制
化
を
！

航
行
安
全
・
被
害
救
済
対
策
の
法
制
化
を
！

決議文を朗読する
山田隆義組合長
（JF神戸市）

　

抗
議
集
会
に
先
立
ち
、
午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
J
F
神
戸
市
の
役
員

会
議
室
に
お
い
て
、
全
国
に
十
一
あ
る
特
定
航
路
に
関
係
す
る
十
六
都
府

県
の
漁
連
代
表
者
の
会
議
（
特
定
航
路
に
お
い
て
発
生
す
る
事
故
対
策
関

係
漁
連
会
議
）
が
、
全
漁
連

主
催
の
も
と
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
議
で
は
「
海
上
交
通

安
全
法
別
表
に
掲
げ
る
航

路
（
特
定
航
路
）
に
お
け
る

海
難
事
故
対
応
に
つ
い
て

基
金
の
設
立
を
含
む
法
制

化
を
求
め
る
要
望
書
」
が

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
国
に
対
し

全
漁
連
と
関
係
十
六
漁
連

が
一
丸
と
な
り
、
特
定
航
路

に
お
け
る
事
故
対
応
や
適

切
な
漁
業
救
済
を
行
う
た

め
の
基
金
設
立
を
含
め

た
、
新
た
な
法
制
度
の
創

設
を
め
ざ
す
運
動
を
強
力

に
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

事
故
対
策
関
係
漁
連
会
議
を
開
催

事
故
対
策
関
係
漁
連
会
議
を
開
催

五百蔵副知事西村議員赤松議員北口市長

「涙を呑んで全面撤去」
JF 林崎　小松洋一氏（のり）

「なぜ、こんなひどい目に！」
JF 神戸市　尻池　巌氏（船びき）

の
撤
去
、
特
定
航
路
周
辺
海
域
の
安
全
対
策
、
漁
業

被
害
救
済
の
基
金
創
設
な
ど
強
く
訴
え
、
こ
れ
か
ら

全
国
三
海
域
十
一
水
域
の
特
定
航
路
関
係
者
と
も
に
、

全
国
漁
業
者
の
総
意
と
し
て
運
動
展
開
す
る
こ
と
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

JF兵庫漁連
小松　司 会長

JF全漁連
服部 郁弘 会長

主催者代表
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堂々の

30隻
　

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の
中
を
、
十
四
時

三
十
分
か
ら
抗
議
の
舞
台
を
海
上
へ
と
移

し
、
総
勢
３
０
隻
の
漁
船
団
が
岸
壁
を
離

れ
、
海
上
抗
議
行
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

特
定
航
路
付
近
の
航
行
規
制
の
た
め
、

６
隻
が
事
故
現
場
（
三
番
ブ
イ
）
付
近
の

周
回
コ
ー
ス
を
、
残
り
の
漁
船
は
垂
水
漁
港

周
辺
を
周
回
す
る
と
い
う
、
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
行
動
と
な
り
ま

し
た
が
、
両
船
団
と
も
、
堂
々
た
る
隊
列
を
組
み
、
抗

議
の
声
を
上
げ
な
が
ら
力
強
く
航
進
し
ま
し
た
。

　

と
く
に
、
三
番
ブ
イ
周
回
の
デ
モ
船
団
に
は
五
百
蔵

俊
彦
副
知
事
や
衆
議
院
議
員
の
西
村
康
稔
先
生
、
関
芳

弘
先
生
を
は
じ
め
、
国
・
県
・
市
の
行
政
の
関
係
者
、

議
員
の
皆
様
に
分
乗
し
て
い
た
だ
き
、
Ｇ
号
の
事
故
現

場
を
前
に
し
て
漁
業
者
の
窮
状
な
ど
を
強
く
訴
え
、
こ

れ
か
ら
の
一
層
の
支
援
な
ど
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
関
西
Ｔ
Ｖ
な
ど
の
報
道
各
社
か
ら

は
多
数
の
記
者
・
カ
メ
ラ
マ
ン
が
乗
船
し
た
の
で
、
私

た
ち
漁
業
者
の
切
実
な
思
い
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

以
上
の
海
上
抗
議
行
動
は
、
約
１
時
間
で
終
了
し
、

午
後
三
時
三
十
分
に
解
散
し
ま
し
た
。

海上からも

参考写真：漁場を漂う油膜（3月14日 明石沖）

明石海峡
油
被
害
抗
議
漁
業
者
集
会

1500人結集！

とどけ！
 怒りの

声！！

5月18日・垂水漁港
～特定航路の安全確保を求めて～

5 May 18 発行　財団法人  兵庫県水産振興基金
〒６５２-０８４４ 神戸市兵庫区中之島２-２-１　TEL ０７８-６81-３789　FAX ０７８-６5１-4687

豊かな海を取り戻す
ぞ！

沈没船を早く引き上
げろ！

特定航路の基金を
創設せよ！
漁業者の生活を守れ

！

豊かな海を取り戻すぞ！
沈没船を早く引き上げろ！

特定航路の基金を創設せよ！
漁業者の生活を守れ！
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